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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

京都市東山区 東福寺 通天橋 小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
十
九 

 

 

小
石
川
後
楽
園
は
、
木
曽
路
か
ら
琵
琶
湖
を
通
り
、
京

都
ま
で
の
旅
気
分
や
、
道
中
の
名
所
の
雰
囲
気
が
味
わ
え

る
よ
う
に
も
造
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
京
都
を
代
表
す
る
紅
葉
の
名
所
で
も
あ
る
東

福
寺
通
天
橋(

つ
う
て
ん
き
ょ
う)

の
ご
紹
介
。 

 

 

 

笹笹のの葉葉ささ～～ららささらら  

 

 

 

 

 秋、最盛期には、通行規制もされるくらい人気の東福寺の紅葉。 
今ではすっかりお馴染みのＪＲ東海『そうだ京都、行こう』シリーズ
で東福寺は「六百年前、桜を全部切りました。春より秋を選んだお寺
です。紅葉のベストポジションは修行の道でした。」と紹介されました。
方丈と開山堂を結んで架かる通天橋、そもそもは谷を登り降りして開
山堂へ向かう修行僧を助けるために造られたそう。 
 現在のものは昭和の再建で「紅葉の特等席」ともいわれるくらいで
すが、夏の緑重なる風景も素敵です。紅葉の時季に比べれば驚くほど
人影もまばらで、特等席を独り占めなんて贅沢もあり！だったり。 

 

今
年
も
小
石
川
後
楽
園
の

七
夕
飾
り
に
、
多
く
の
お
客
様

の
願
い
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

英
語
や
中
国
語
な
ど
、
外
国

語
で
書
か
れ
た
短
冊
も
た
く

さ
ん
！
日
本
の
楽
し
い
思
い

出
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。
彦

星
と
織
姫
が
、
世
界
進
出
す
る

日
も
近
い
の
か
も
。 

 
さ
て
、
無
事
に
七
夕
も
終
わ

っ
た
庭
内
は
、
緑
が
ぐ
ぐ
っ
と

深
ま
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
暑
い

で
す
が
、
「
あ
っ
、
木
陰
は
や

っ
ぱ
り
涼
し
い
な
あ
～
。
」
と

感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

こ
の
季
節
だ
け
。
〝
木
陰
の
幸

せ
〟
を
、
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
下

さ
い
ま
せ
。 

 

な
の
で
す
が
、
や
は
り
強
い

日
差
し
、
帽
子
や
日
傘
、
水
分

補
給
も
お
忘
れ
な
く
。 

 

庭内･夏のお奨めスポット 

 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう 見てね！ 

 

小
石
川
後
楽
園
・職
人
の
仕
事 

【折
れ
枝
剪
定
の
巻

】 

 

 樹木の多い庭内は木陰も多く、暑い夏の
日でも少し涼しく感じて頂けます。 
その中でもお奨めスポットのひとつが、内
庭、唐門跡から紅葉林に向かって進む“木
曽路周辺”。 
 昔の人が京都への旅で通った木曽路を
イメージして造られたこの周辺は、空を覆
い隠すほど木々が鬱蒼と繁ります。 
左手奥に、景勝地･寝覚めの床に見立てた
“寝覚めの滝”を見ながら“木曽山”を、
てくてくてく。 
 ここでは、なだらかにこんもりと盛り上
げられた木曽山は、別名“棕梠(しゅろ)山”
と。オラウータンのように、もっさもさと
焦げ茶色の毛を生やした棕梠の木がたく
さんあるところから、この名前でも呼ばれ
ています。てくてくてく。 
 やがて目の前に広がるのは、日本一の湖
琵琶湖に見立てた“大泉水”。歩みを止め
ると水面を渡ってくる風が心地イイ。 

【
其
の
壱 

木
曽
路
周
辺
】 

 

樹
木
の
多
い
庭
内
で
は
、
職
人
た
ち
が
日
々
、
一

本
一
本
の
健
康
状
態
を
気
に
か
け
、
人
間
と
同
じ
よ

う
に
定
期
的
に
点
検
も
し
て
い
ま
す
。
が
、
し
か
し
、

そ
れ
で
も
大
雨
や
強
風
で
、
太
い
枝
が
折
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
性
の
面
か
ら

も
一
度
折
れ
て
し
ま
う
と
、
人
間
の
よ
う
に
ギ
ブ
ス

で
・
・
・
な
訳
に
は
出
来
ず
、
泣
く
泣
く
の
剪
定
作

業
で
す
。 

 

こ
の
日
も
、
高
い
場
所
で
折

れ
て
し
ま
っ
た
桜
の
枝
の
剪

定
作
業
。
足
場
が
悪
か
っ
た

り
、
枝
張
の
様
子
で
ハ
シ
ゴ
が

使
え
な
い
・
・
・
こ
ん
な
時
は
、

秘
密
兵
器
？
の
登
場
で
す
。 

 

職
人
が
手
に
し
て
い
る
の

は
、
物
干
竿
で
も
、
釣
竿
で
も

な
く
、
四
段
階
に
伸
ば
せ
る
柄

の
先
が
ノ
コ
ギ
リ
に
な
っ
て

い
る
道
具
。
扱
い
な
れ
た
職
人

達
は
、
自
分
の
手
元
で
枝
を
切

る
よ
う
に
作
業
を
進
め
ま
す
。 

 

見
慣
れ
な
い
道
具
の
登
場

に
、
庭
内
散
策
中
の
お
客
様
達

も
「
わ
～
っ
、
ス
ゴ
イ
ね
。
」

少
し
離
れ
た
場
所
で
足
を
止

め
て
見
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

傷
跡
も
キ
レ
イ
に
、
無
事
治

療
を
済
ま
せ
て
貰
っ
た
桜
の

樹
は
、
ま
た
、
い
つ
も
の
よ
う

に
静
か
に
佇
む
の
で
し
た
。 

 

 

七
月
の
庭
内
は
、
オ
ニ
ユ
リ
、

ヤ
マ
ユ
リ
な
ど
、
ユ
リ
の
仲
間
た

ち
が
大
活
躍
で
し
た
。 

 

蝶
々
も
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
！ 

 
 鎌倉時代、摂政関白･藤原(九条)道家が九条家の菩
提寺として造営。１９年を費やし都最大の伽藍を完
成させる。奈良の東大寺と興福寺から一文字ずつを
とり『東福寺』と命名。 
 明治１４年の火災で方丈、仏殿、法堂などを焼失
したが見事に再建され、中世の禅宗建築を境内の随
所に遺す。 

 

 さらに、東福寺の方丈庭園は、昭和の名作庭
家･重森三玲氏が昭和１４年に完成させたもの。
方丈の東西南北に巡らされた庭は、八相成道(釈
迦の生涯の八つの重要な出来事)に因んで「八相
の庭」と。近代禅宗庭園の傑作と評され、海外
にも広く紹介されています。 
 この写真は「北庭」、ふかふかに盛り上がった
苔とシャープな敷石で表現された伝統の市松模
様。こちらも方丈の特等席から、ぜひ！ 

 ちなみに、小石川後楽園の通天橋は、庭内入って左側、大堰川の奥に
架かる朱塗りの太鼓橋。お客様に度々場所を聞かれる人気モノ。こち
らの周辺も秋には、紅葉で真っ赤に染まります。 

小
さ
な
雑
記 

 

『
十
人
十
色
』
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
花
、
野

鳥
、
俳
句
、
写
生
、
モ

チ
ロ
ン
庭
そ
の
も
の
。

お
客
様
の
お
目
当
て

は
本
当
に
イ
ロ
イ
ロ
。 

 

花
が
お
目
当
て
で

も
、
大
き
な
百
合
の
花

は
少
し
苦
手
と
か
、
地

味
目
な
？
ツ
ユ
ク
サ

が
大
好
き
と
か
、
蓮(

ハ

ス)

が
好
き
だ
け
ど
、
黄

色
い
の
じ
ゃ
な
く
て

桃
色
の
が
見
た
い
の

と
か
、
お
好
み
も
細
か

く
枝
分
か
れ 

 

お
目
当
て
は
違
っ

て
も
、
こ
の
庭
内
で
そ

れ
ぞ
れ
〝
良
い
心
持

ち
〟
に
な
っ
て
頂
け

た
ら
嬉
し
い
な
と
願

い
ま
す
。 

 
  

(

担
当:

倉
田
美
咲) 
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